
2021年6月１５日 

No. 80 

発行元：豊橋技術科学大学 先端農業・バイオリサーチセンター 

住所：〒441-8580 愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1 

TEL：0532-44-6655  FAX：0532-81-5108   E-mail：manager@recab.tut.ac.jp 

 IT 食 農 だ よ り 

ム
の
受
講
生
・
修
了
生
）
の
皆
さ
ん
の
様
子
を

新
聞
記
事
等
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。 

◆
鈴
木 

美
有
紀
さ
ん
（
６
次
化
７
期
生
）
、

斎
藤
裕
幸
さ
ん
（
６
次
化
５
期
生
） 

豊
橋
産
次
郎
柿
の
柿
ピ
ー
、
油
分
減
ら
し
サ
ク

サ
ク 

豊
橋
・
道
の
駅
で
好
評
販
売
中 

 

２
０
１
９
年
５
月
に
販
売
が
始
ま
っ
た
豊
橋

市
産
の
次
郎
柿
を
チ
ッ
プ
ス
に
し
て
ピ
ー
ナ
ツ

と
混
ぜ
合
わ
せ
た
菓
子
「
豊
橋
で
は
こ
れ
が
柿

ピ
ー
で
す
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
チ
ッ

プ
ス
に
残
る
油
分
を
30
％
か
ら
４
％
に
減
ら

し
、
サ
ク
サ
ク
し
た
食
感
を
よ
り
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
と
い
う
。
・
・
記
事
は
中
日
新
聞

の
も
の
東
日
新
聞 

２
０
２
１
年
１
月
26
日  

中
日
新
聞 

２
０
２
０
年
１
月
27
日 

◆
鈴
木
啓
之
さ
ん
（
IT
３
期
生
） 

 

「
産
地
か
ら
食
卓
へ
！
自
慢
の
食
材
で
元
気
よ

届
け
！(

７
）
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

何
か
と
我
慢
す
る
こ
と
が
多
い
〝
コ
ロ
ナ

禍
〟
。
せ
め
て
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
欲

し
い
！
熱
い
思
い
の
生
産
者
を
訪
ね
、
自
慢
の

品
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
今
が
旬
！
脂
が

の
っ
た
〝
寒
ブ
リ
〟
は
と
ろ
け
る
旨
さ
！
そ
し

て
、
独
自
の
栽
培
方
法
で
作
る
カ
ラ
フ
ル
な
ニ

ン
ジ
ン
は
、
う
ま
み
も
栄
養
素
も
た
っ
ぷ
り
！

お
家
で
楽
し
む
お
取
り
寄
せ
情
報
に
、
簡
単
！

絶
品
レ
シ
ピ
も
ご
紹
介
し
ま
す
。 

メ
ー
テ
レ
ア
ッ
プ 

２
０
２
１
年
２
月
１
日 

◆
鈴
木
春
雅
さ
ん
（
６
次
化
５
期
生
） 

第
80
回
中
日
農
業
賞 

 

中
日
新
聞
社
は
、
中
部
各
県
の
地
域
農
業
を

け
ん
引
す
る
若
手
農
業
者
９
人
と
１
団
体
に
第

80
回
中
日
農
業
賞
を
贈
り
ま
す
。
【
優
秀

賞
】
渡
会
卓
也
（
32
）
＝
愛
知
県
田
原
市
。

施
設
花
き 

▽
長
屋
建
志
（
34
）
＝
岐
阜
県
揖
斐
川
町
。

小
菊
▽
冨
田
高
平
（
38
）
＝
三
重
県
伊
賀

市
。
イ
チ
ゴ
▽
株
式
会
社
鈴
木
農
園
（
鈴
木
春

雅
代
表
取
締
役
）
＝
静
岡
県
掛
川
市
。
イ
チ
ゴ

▽
山
本
裕
之 

（
41
）
＝
長
野
県
御
代
田
町
。
レ
タ
ス
類
、

パ
ク
チ
ー
、
ハ
ク
サ
イ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

ケ
ー
ル
▽
谷
口
昇
（
37
）
＝
石
川
県
宝
達
志

水
町
。 

豚
▽
柴
田
泰
利
（
37
）
＝
富
山
県
砺
波
市
。

水
稲
種
子
、
大
豆
種
子
、
水
稲
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
カ
ブ 

中
日
新
聞 

２
０
２
１
年
２
月
25
日 

◆
鈴
木
達
也
さ
ん
（
６
次
化
４
期
生
、
土
地
利

用
４
期
生
）
東
岡
優
さ
ん
（
６
次
化
９
期
生
） 

「
和
総
菜
」
の
店
を
新
城
市
に
計
画 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
後
を
見
据
え
て 

技
科
大
で
学
ん
だ
異
色
の
食
プ
ロ
２
人 

農
産

物
の
加
工
、
販
売
へ 

 

懐
か
し
い
お
ふ
く
ろ
の
味
は
い
か
が
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
食
材
に
携
わ
る
異
色
の
２
人

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
後
を

見
据
え
、
新
城
市
に
「
和
総
菜
の
店
」
を
計
画

し
て
い
る
。
と
も
に
豊
橋
技
術
科
学
大
学
で
学

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
担
い
手
と
な
り

う
る
若
者
等
の
定
着
を
目
指
し
、
豊
橋
技
術
科

学
大
学
等
で
蓄
積
さ
れ
た
技
術
科
学
的
な
成
果

を
踏
ま
え
て
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
事
業
は
、
公
益
財
団
法
人 

㓛
農
支
援

会
及
び
イ
ノ
チ
オ
ホ
ー
ル
テ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社
と
共
同
で
篤
農
家
の
栽
培
技
術
を
分
析
、
評

価
し
、
体
系
化
、
そ
の
技
術
を
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
２
０
２
１
年
度
よ
り
「
実
践
的
キ
ク
栽
培

論
、
実
践
的
ト
マ
ト
栽
培
論
」
を
実
施
し
ま

す
。 募

集
概
要
は
、
①
募
集
人
数 

５
名
、
②
募

集
期
間 

７
月
１
日
（
木
）
～
８
月

13

日

（
金
）
当
日
消
印
有
効
、
③
受
講
期
間
２
０
２

１
年

10

月

29

日
～
２
０
２
２
年
３
月
（
約

５
ヶ
月
）
、
④ 

受
講
料 

４
万
円
（
割
引
制
度

あ
り
）
。
受
講
内
容
は
、
社
会
人
の
方
で
も
受

講
し
や
す
い
よ
う
に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
中
心

で
、
一
部
教
室
講
義
と
な
っ
て
い
ま
す
。
意
欲

の
あ
る
方
、
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

詳
し
く
は
、
先
端
農
業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
の
Ｗ
e

b
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。h

t
t
p
s:
/
/
w
w
w.
r
e
c
a
b.t

u
t
.
a
c
.
jp/

c
o
n
t
e
n
t
s
/ 
 
 
 
 
  

（
文
責
：
山
内 

高
弘
）   

２
０
２
１
年
度 

「実
践
的
キ
ク
栽
培

論
、
実
践
的
ト
マ
ト
栽
培
論
」受
講
生

募
集 

受
講
生
・修
了
生
の
活
躍
状
況 

出店の打合せをする鈴木さん（右） 

と東岡さん 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
IT
農

業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
（
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ



学
名
：M

a
lva

 verticilla
ta

 L
. v

ar. crisp
a 

 

オ
カ
ノ
リ
（
陸
海
苔
）
は
、
ア
オ
イ

科
ゼ
ニ
ア
オ
イ
属
の
フ
ユ
ア
オ
イ
（
冬

葵
）
の
変
種
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
原

産
地
は
フ
ユ
ア
オ
イ
と
同
じ
中
国
原
産

と
す
る
説
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
変
異
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
と
す
る
説
、
諸
説
あ

り
ま
す
。
オ
カ
ノ
リ
は
葉
ま
た
は
若
い

学
名
：G

a
rd

en
ia

 ja
sm

in
o
id

er 
 

 

ク
チ
ナ
シ
は
ア
カ
ネ
科
ク
チ
ナ
シ
属

の
常
緑
低
木
で
、
花
は
６
月
～
７
月
に

白
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
弁
は

フ
ェ
ル
ト
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
感
触
を

し
て
い
ま
す
。
香
り
が
特
徴
的
で
甘
い

香
り
を
周
囲
に
漂
わ
せ
ま
す
。
花
の
形

は
八
重
咲
と
一
重
咲
き
が
あ
り
、
一
重

咲
き
の
品
種
は
秋
に
な
る
と
橙
色
の
実

を
つ
け
、
熟
し
て
も
口
を
開
か
な
い
事

か
ら
「
ク
チ
ナ
シ
」
の
名
が
付
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
当
た
り
の
悪
い
と
こ
ろ
で
は
花
つ

き
が
悪
く
な
り
ま
す
が
、
夏
に
強
い
直

射
日
光
の
当
た
る
よ
う
な
場
所
で
も
、

土
が
乾
き
す
ぎ
て
生
育
が
悪
く
な
り
ま

す
。
半
日
陰
の
場
所
が
理
想
的
な
場
所

で
す
。
冬
は
寒
風
や
凍
結
の
避
け
ら
れ

る
場
所
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
乾
燥
に
弱

い
の
で
土
の
表
面
が
乾
い
て
い
た
ら

た
っ
ぷ
り
と
与
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
夏
は
乾
き
や
す
い
の
で
地
植

え
に
す
る
場
合
は
株
元
に
直
射
日
光
が

一
日
中
当
た
る
よ
う
な
場
所
は
あ
ま
り

適
し
ま
せ
ん
。
肥
料
は
２
月
と
８
月
に

１
回
ず
つ
化
成
肥
料
と
油
か
す
を
等
量

混
ぜ
た
も
の
を
株
元
に
施
し
ま
す
。
鉢

植
え
に
し
て
い
る
も
の
は
２
ヶ
月
に
１

回
く
ら
い
粒
状
の
油
か
す
を
株
元
に
与

旬
の
食
べ
物 

 
 

 
 

オ
カ
ノ
リ  

茎
葉
を
食
用
と
し
ま
す
。
葉
を
乾
燥
さ

せ
、
火
で
あ
ぶ
る
と
焼
き
海
苔
の
よ
う
な

風
味
を
楽
し
め
、
生
の
ま
ま
、
あ
る
い
は

さ
っ
と
茹
で
て
刻
む
と
粘
り
が
で
て
海
苔

の
よ
う
な
食
感
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
耐
暑
性
、
耐
寒
性
と
も
に
あ
り
、
真

夏
で
も
生
育
す
る
こ
と
か
ら
、
栽
培
は
比

較
的
簡
単
で
す
。
播
種
時
期
は
４
月
～
９

月
と
幅
広
く
、
播
種
30
～
40
日
後
に
主

茎
の
先
端
を
摘
芯
す
る
と
腋
芽
が
伸
び
て

き
ま
す
。
腋
芽
を
伸
長
さ
せ
、
そ
の
先
端

か
ら
10
～
15

cm
を
順
次
摘
み
取
っ
て
収

穫
し
ま
す
。
収
穫
時
期
は
播
種
時
期
に
も

よ
り
ま
す
が
、
５
～
11
月
で
す
。
写
真
の

よ
う
に
蕾
が
着
き
始
め
た
と
き
が
収
穫
を

終
え
る
目
安
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
カ

ノ
リ
は
栄
養
価
も
高
く
、
と
く
に
カ
ル
シ

ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
類
を
豊
富
に
含
む
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
栽
培
を

始
め
て
も
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。
プ
ラ
ン

タ
ー
栽
培
も
で
き
ま
す
の
で
、
育
て
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。                 

 
 
 
 
 
 
 

（
文
責
：
熊
﨑 

忠
） 

え
ま
す
。 

 

剪
定
は
７
月
～
８
月
、
花
が
咲
き
が

終
わ
っ
た
あ
と
が
適
期
で
す
。
夏
の
間

に
１
回
目
の
花
芽
が
作
ら
れ
る
の
で
、

花
後
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
行
い
ま

し
ょ
う
。
秋
以
降
に
剪
定
す
る
と
、
枝

ご
と
花
芽
を
切
り
落
と
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
花
芽
を
切
り
落
と
し
て
し
ま
う

と
、
翌
年
の
開
花
が
少
な
く
な
り
ま

す
。 

            

（
文
責
：
山
内 

高
弘
）  

ん
だ
「
食
の
６
次
産
業
化
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
」
（
食
プ
ロ
）
。
地
元
の
農
産
物
で

加
工
か
ら
販
売
ま
で
を
手
掛
け
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
す
。
賛
同
者
を
募
っ
て
い
る

が
、
修
了
生
が
共
同
で
６
次
化
の
事
業
を

始
め
れ
ば
初
の
ケ
ー
ス
。
大
学
側
は
「
地

域
の
活
性
化
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
」
と

そ
の
成
り
行
き
を
注
目
し
て
い
る
。 

東
日
新
聞 

２
０
２
１
年
６
月
１
日 

◆
石
川
浩
之
さ
ん
（
６
次
化
９
期
生
）

（
農
作
業
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
「
農
Ｈ
ｏ

ｗ(

Ｒ)

（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
」
が
モ
バ
イ
ル
ア

プ
リ
提
供
へ 

 

株
式
会
社
ア
グ
リ
ト
リ
オ
（
本
社
：
愛

知
県
豊
橋
市
、
代
表
取
締
役
：
石
川 

浩

之
、
）
は
、
２
０
２
１
年
６
月
１
日
か

ら
、
個
人
と
農
家
を
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
サ-

ビ
ス
「
農
Ｈ
ｏ
ｗ(

Ｒ)

（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
」
の
提
供
を
開
始
し
ま
し

た
。
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
の
提
供
に
よ
り
、

全
国
展
開
へ
向
け
サ
ー
ビ
ス
利
用
地
域
を

増
や
し
て
い
き
ま
す
。 

クチナシの花 

 オカノリ 

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｓ 

 

２
０
２
１
年
６

月
１
日 

 

（
文
責
：
大
木 

明
美
） 

季
節
の
花 

 
 

 

ク
チ
ナ
シ  

キャベツ定植の様子（中央：石川さん）  


